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の中心をなす看護学生の犠地実習での心理教育的介入の実擦が、詳しい記録

と共に分析、考察されている。まず、事例 1では、グ、ノレープ内のメンバー間

葛藤で、もともと引っ込み思案の傾向のあった学生がコミュニケ…ション不

全と情緒不安定の様相を見せていたのが、ブアシリテータ…の介入を伴った

フリー・ディスカッションの中で感情の吐露に成功し、内的、外的、成長を

果たしたことが報告されている。また、事例2では、優等生的に他者に配慮

者する学生が、同様の状況の中で優等生の殻を脱いで自由に自己表出できる

ようになった事例が報告されている。

第6章は「総合考察j である。集団と{留の関孫の中での安定と自律の構築

を助けるものとしてのディブリーフィング・ワークの意義が綿密に述べられ

ている。前主主の事例で示されたような個人の集団における、あるいは集団を

媒介としての変化が、二つの次元の意義を持つことが述べられる。すなわち、

一つは和としての集団、自律と社会性を支える集聞の働きであり、もう一つ

は共感を媒介として自己を再構築していく集団の働きである。

第7章は「結論jであり、まとめと展望と自己評価が述べられている。ま

とめは、集団におけるこの治癒と育成について、 トラウマティック・ストレ

ス、看護職、ディブリーフィング・ワ…クの関連の深さが確認、される形で行

われている。展望では、看護学生の臨地実習でのディブリーフイング・ワー

クの成功を踏まえ、この方法を援助職者養成の場一般に広げて行く抱負が述

べられている。

本論文には以上の各章のほかに、付録として岡本版STAIJの使用手引き

と、 8編の申請者の既発表論文が添付されている。 STAIは申請者の仕事の有

効性を示す尺度として使われたものであり、 8編の論文は各章と逐一対応は

していないが すべて本論文の内容に大きくかかわるものである。
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